障がい者グループホームにおける防火安全対策フロー（案）資　料　３


「設置困難」＋「設置予定なし」
20.5％〔府住：28.8％〕


       設置が必要
「設置済」＋「設置予定」
79.5％〔府住：71.2％〕
未設置
自動火災報知設備

設置済


事業者の回答
35.4％〔府住：28.3％〕
(入居者の支援区分から)
26.8％〔府住：20.9％〕

(入居者の支援区分から)
73.2％〔府住：79.1％〕
定員の８割未満【６項ハ】
障がい支援区分４以上の
重度障がい者の割合

定員の８割超【６項ロ】

「設置困難」＋「設置予定なし」
21.3％〔府住：20.9％〕


　　　　　設置が必要
「設置済」＋「設置予定」
78.7％〔府住：71.2％〕
未設置
消防機関へ通報する
火災通報装置
（自動火災報知機と連動）

設置済


市町村障がい福祉担当課、消防機関との連携・協議


スプリンクラー
設備の設置
免除要件（32条特例
適用を含む）を満たす
もしくは
スプリンクラー設備不要



防火安全体制の徹底
· 防炎物品の積極的な使用
· 火災発生時の関係機関への通報及び連絡、救援体制の整備
· 定期的な避難・救助等の訓練の実施
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